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「福居保育所民営化受託決定」 社会福祉法人足禾Jむつみ会理事長 阿 由 葉  寛

足利市の福居保育所民営化に伴い、特別養護老人ホーム青空の隣接地で事業を実施す

ることで市の公募に応募し、厳正なる選考の結果、当法人が事業を受託することとなり

ました。平成25年度は新園合の建設をし、平成26年 4月 の開所となります。少子化に伴

い保育所の運営は厳しさを増していくというなかでの事業の実施となりますが、だから

こそ他にはない良さをたくさん用意しなければなりません。この 1年十よ新園舎の建設だ

けでなく、多くのメリッ トを用意する 1年 となります。継続して利用していただく皆様

や新たに利用していただく皆様に、心から利用して良かったと言われるよう万全の準備

を進めて行きたいと思っております。

また、子ども・子育て支援法果による認定こども園の情報などを確認しながら幼保連携型への移行を検討

していくことも、多くのメリッ トが存在しているものと思われます。

保育所は、子供たちに夢を与え、成長を育む、大切な場所です。すなわち運営をおこなう、私たちが夢を

持って事業を進めていくことが大切であるということだと思っておりますので、役職員が一丸となり夢を持

って進めていかなくてはなりません③

新規事業でもありますので、皆様方の尚―層の御支援をお願いさせていただきまして、往l挨拶とさせてい

ただきます。

ぷぼ塁&)社会就労センターきたざと
きたざとでは、就労継続支援事業B型の一つであるmutumi事業として、障害を持つ方々が、安心して、リ

ラックスできる環境作りを目指して、商品の開発から生産活動を実践しております。安心して遊べる『ボー

ルプール』や『ビーズクッション』をメインとして販売しており、また、最近では、保台園や高齢者施設に

対応出来る商品にも注力して活動を続けております。

/

(、

施 設 長 挨 拶 社会就労センターきたざと施設長 阿 由葉  寛

いよいよ平成25年 4月 から、待ちに待った優先調達推進法が施行されます。現在、きたざとでこの法律

を活用できる事業はエコリサイクル事業部の機密文書の米日断だけですが、早急に業務の見直しを行い、き

たざとで出来る事業を確認していかなければなりません。

折角できた、この法律をいかすことが工賃向上への小さな一歩につながることは間違いありませんので、

大きく活用していけるよう職員全体で検討を進めたいと思っております。

※優先調達推進法⇒障害者就労施設で就労する障害者などの経済面の自立を進めるため、国や地方公共団

体、独立行政法人などの公機関が、物品やサービスを調達する際、障害者就労施設等から優先的 積極的

に購入することを推進するための法律。
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ジ ョブサ ポ ー ト絆 (就労移行支援事業)

peterpan  (就労継続支援事業)

◎p¢t¢rpa■～ピーターバン～ より◎
1壊かしの商品「チビコロ」が復活しました。冬季には、パンとの相1との良い2種類のスープ、

夏季にはかき氷の販売も行っております6価格もリーズナブルなものばかりですので、ぜひ一

度お試しください。

その他にも新商品や期間限定商品、1喫かしの商品なども取り揃えてお待ちしております。

今後共、ピーターパンをよろしくお願いいたします。

新商品のこ紹介
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「セルプ絆」は平成24年4月 に開所し、早や1年が経過しますが、就労移行支援事

業としてのジョブサポート絆では、社会的認矢□度を高めるための広報活動の推進や支

援内容の充実により、ヨき続き利用者の一般就労の希望に応えられるよう努めるとと

もに、就労継続支援事業B型としてのピーターパンでは、地域に根ざし地域の絆を大

切に事業を展開し、利用者が生き生きとやりがいを持って従事できるよう努め、利用
者の自立した生活を支援してまいります。また、昨年 10月 の障害者虐待防止法の施

行並びに障害者総合支援法及び障害者優先調達推進法の4月施行を控え、法令遵守に

よる適正な運営に努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

◎ ジョブヤポートより◎
ヨ1線を重ね、最終目標である「就職」を達成した

方たちをご紹介します。

・19歳女1生

・29歳ヲ∃1生

・24歳女1生

・30歳舅∃1生

・20歳舅31生
・3ワ歳きて1生

・36歳どて1生

・45歳男性

自動車部品製造 (検査業務) 太田市

自動車品製造 (製造業務)  足利市

食品製造 (用具洗浄業務)  足利市

自動車品製造 (研磨業務)  足利市

県立高校 (技能員補助業務) 足利市

繊維製部品製造 (縫製業務) 足利市

病院内調理室 倹 器洗浄業務)足利市

郵便局 (仕分業務)     佐野市

現在、訓線に取り組んでいる方々についても

いつでも就職ができるよう準備を進めています。

チビコロ



ン爾鞭醒鹸鹸簸畿錫漁③
「きたざと村の夏祭り」が 8月 3日 に開催されました。不□楽器

や生バン ドの演奏 、美味しい屋台などがあり、参カロ者のみなさ

んは楽しんでいました。

ク1'スマス・パーテイー
12月 15日 にきた

ざとと合同で開催
されました。オカ

リナの演奏を聴き、

ケーキを食べ、楽
しい時間を過ごせ

ました。
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1回帰り旅行に行つてをました。
111月 2日 に群馬サファリパークヘ行ってきました。天候にも

1恵まれ楽しく見学できました。バスからたくさんの動物を見

|る ことができました。修学旅行の次期と重なり混雑していま

|し たが怪我や トラブル等もなく過ごす事ができました。

泳誕生国会を毎爆麟鰹1

お誕生国会を毎月開催しています。

演奏会や手品、紙芝居など毎月企画

で楽しんでいます。

足利をつみ会ク1,スマス会に参加
12月 21日 に「足

利むつみ会クリ
スマス会」が開

催されました。
llV Nで は参力□し

た皆さんで楽器

演奏を行いまし

た。
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1施 設 長 挨 拶    ディァクティビティセンターWIN施 設長 阿 由 葉 弘 美
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離管理善操拶 セルプみなみ冨階理者 渡辺 幸子

昨年6月 の新体制よリセルプみなみの冨」管理者となり、力不足ではありますが利用者の方々のご支援を

させて頂いていますび施設の近況としては、ここ数年間新製品の発売がなかったクッ十一部門で新製品を

開発しfマンネリ化しつつあるクッキー部門のリフレッシュを図りたいと思っています。その第一歩が、

2月限定の生チョコ発売でした。お陰さまで、新企画は好調なスター トを切る事が出来ました。また受注

作業におきましては一本化ではなく、多種多様な仕事を受注する事により、利用者様個々の適正に合わせ

た作業を行っています。

セルプみなみでは昨年より新たな作業として、箱の防犯シール貼り・商品の内容表示入れ・ネギの皮むき

等を始めました。
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11謹
施 設 長 挨 拶 特別養護老人ホーム青空 施設長 F可由葉

春色のなごやかな季節、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は格月」のお引き立てを

いただき、ありがたく御礼申し上げます。青空では今年度、震炎等炎害時に使用するために「介護施

設等白家発電装置整備事業」の補助金を利用しガソリンやガスを燃料とする大小様々な発電機を購入

し設置いたしました。また、事務所の前にはA tt D(自 動体タト式除細動器)を設置しました。今後も

「いざ」という時のために少しずつ僑えていきたいと考えております。

最後になりましたが、今後もよリー層のご指導とご協力くださいますようお願い申し上げます。

著様も楽しみにしています。実いあり、感動あウ|

いろいろな活動を通して、青空にたくさんの笑顔

の花が咲きました。本当にありがとうございました

今後も職員―同、皆さんに喜んで頂けるような

催しやタト出支援などを企画していきたいと思いま

すので、ご協力をお願い致します。
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鰺8稼犠犠犠器告憲書魯犠岳稼豊綜豊器器告書書

平成23年度4月 より開所し、2年 目となり矢B的な障害を持つ児童が日常における基本的動作を習得し、日常

生活・集団生活に適応することができるよう、身体及び精神の状況並びに、その置かれている環境に応じて

適切な支援及び訓練を行い、利用者の個性を尊重しつつ最大に伸ばして、楽しさと満足感を感じながら活動

出来るよう、多くの利用者の方に支援をしてきました。これまでと同じく利用者の方々に心のこもった支援
・訓練を行い、今年度も日々の活動やそれぞれの月の行事なども盛大に行い、個々の利用者の方々に生活面

や社会性に関わる支援を行いながら、利用者のみんなが楽しい時間を過ごしてきたと思います。

日中において活動場所が必要な障害児者を対象としたサービスで、活動する場を提供し、見守り及び社会

に適応するための日常的な訓練を行うとともに、障害児者を持つ家族の就労支援と日常的に介護している家

族の一時的な休急等の支援を行ってきました。また、必要に応じて本人及び家族の介護負担の軽減としてタ

イムケアサービス (要相談)も行ってきました。利用された方々や家族の気持ちに寄り添い、楽しさと安心

感 ・満足感を感じていただけるよう、職員一同心のこもった支援を行ってきたと思います。

バーベキューを行いました !

平成24年 9月 28日 にグループホーム前でバーベ

キューを行いました。

普段と違った食事・環境を提供したことで、利

用者さんは普段よりも食べる量が多く、また、他

の利用者さんともコミュニケーションが多く図れ、

楽しそうに笑顔で過ごされていました。お肉や野

菜以タトにも焼きそばや□―ルケーキを用意しまし

たが、皆さん美味しそうに食べていました。

、            議趨鞠鱒醸嶼務  参

、物理炉車琢四F荘野物瘤角吋再四b)



中 盟 寧 露 申 麟 伸 弾 弗 閣 弗 騒 韓 綺 伸 寝 葬

    、 足 利 む つ み 会

醸

器 ず

醸

樹

瀬

器 く

醸

醤

顧が圏亀亀
震
関挽鞄鞄鞄犠犠札亀牧名挽

露
践名

園
鯛義犠鞄鞄鞄鞄鞄圏社会福祉法メ 騒

8醸 8騒 暑

醸

醤

圏

8麓 豊

驚

犠

醸

犠

残

醤 く

願

8騒 醤

顕

器

縛

岳

顕

(17)醸 8騒 畳

両毛圏域障害者就業生活支援センター
今年度の就職件数 (平成24年 12月時点)は 45件。中でも就労移行支援事業所 、就労継続 B型事業所から

の就職者が多くなっています。社会で仕事をする上で大切な事として「意欲」「礼儀 ・マナー」「安定した

出勤」「規則の遵守」「コミュニケーション」「連絡 。相談 ・報告」「体力」が挙げられます。このような

力は、就職する前に身につけておくことが必要となって来ますので、就労における準備性を養うことが出来
る福祉施設の役害」は大きいと思われます。今後も福祉施設や関係機関と連携し情報共有を図りながら、障害

者の社会参カロ、自立に向けてサポー トしていけたらと思っています。

安定した就労生活を維持するためには、仕事ばかりではなく、生活面や余B最活動の充実も大切な事です。

年度で3年 目を迎えた在職者向けの交流会もその一つですが、今年度は3回 開催し、生活に活 /DNせ る内容の

ものにしました。

①ドコモ携帯安全教室 (ドコモの方を講師に迎え、携帯電話の危険性と安全に使う方法を教えて頂きました)

②消費者被害防止啓発濠」(ら くりん座による悪徳商法の対処をテーマにした濠」を観濠」しました)

③調埋実習 (カ レー サラダ・デザートを作り会食しました)

どの企画も、皆さん楽しく参加して頂き「ためになりました」との感想を話し
ていました。今後の交流会事業の取り組みとしては、参力□者の中から、「同じ立

場で仕事をしている人ともっと話したい」「ゆっくり相言茶がしたい」といった二

―ズもあるので、参カロするだけの交流会ではなく、交流会を通じて人との繋がり
が生まれ、仕事を続けるための元気や勇気が湧いてくるような会にしていけたらと感じています。

足利市真砂町1-1安 足健康福祉センター内 1伊
環

i a0284-44-2268

24年 4月 から利用者全員の利用プラン作成を行うため、特定相言炎支援事業・障害児相談支援事業として、
生活全般に係る相談とサービス利用計画の作成に関する業務を行う相談センターとして活動を行っていま
す。また、25年 3月 /DNら は指定一般相言炎支援事業における地域移行支援及び地域定着支援の業務も始めま
す。今までの委託相談支援センターの業務は変らず、障害に関する全般の相談をお受けしていますので、
お気軽にご利用ください。

・困つた時に|ますぐこ連絡を!ao284-44二〇307(電話相談24H、 365□対応)相談支援専門員 尾澤まで
・利用プラン作成・地域移行、定着はこちらにご連絡を1な0284-43-0414相談支援専門員 齋藤、1目談従事者 松本まで

キ

お 知 ら せ

大相撲の陸奥部屋の皆さんに施設を訪
閣していただきました|サイン会や記念
撮影で今年も盛り上がりました。

夢大作さんより、たくさんのみかんを

頂きました。毎年送っていただき本当に

有難うございます |

3月 25日に日本財団様の助成による送迎用バス(29人乗
り)が納車となりました。日本財団様を|よじめ、ご協力を

賜りました関係各位に謹んで感謝の意を表します。

足利むつ
―
み会足利障害者相談支援ゼンタと

響爾塗盗鶴麓 表ンン寵 ・栃木県知事表彰…両毛圏域障害者就業・生活支援センター所長 大塚信吾
・栃木県社会福祉協議会会長表彰

セルプ絆サービス管理責任者 改日恭子
デイアクティビティセンターWNサービス管理責任者補佐・主任生活支援員 斎藤美代子

・足利市防火協会会長表彰…グループホーム世話人 木村操

・平成24年度御下賜金拝受
12月 23日の天皇誕生日に際し、天皇陛下から社会福祉事業御奨励の思し

召しにより、優良民間施設・団体として金一封を御下賜されました。
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